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    契約してちょ～だいっ!!

    　

    みんと

    　

    今年の夏は、いつもより暑い気がする。

    エコだとか、節電だとか、そんな理由でクーラーの温度は高め。

    当然、オフィス内は、まだ午前中なのに、サウナ状態。

    背中をツゥゥーっと汗が流れていくのが、ものすごく不愉快。

    誰もがうんざりした気分で、朝礼に参加してる。

    「井上さんっ！　あなた、今月も契約とれなきゃクビよっ！」

    室内の温度を一気にアップさせるかのような怒りの表情で、部長はホワイドボードを叩いて怒鳴った。

    そこには社員たちの名前が並び、契約件数がグラフとなって表示されている。

    もちろん、あたしの名前もあるんだけど……。

    「えええ～っ!?」

    　

    あたしは、井上麻衣二十三歳。あだ名はまいまい。

    社会人一年生にして、仕事はこのニコニコ生命保険の外交員をしている。

    いわゆる生保レディーってやつ。

    だけど、入社してから一件も契約を取ることができていない。

    ホワイトボードのあたしの名前の上には、グラフがまったく伸びてない。

    そりゃあ、あたしだって、このままじゃダメって分かってる。

    でも、だからって、クビなんてひどくない!?

    「部長、あたし頑張るんで、クビにだけはしないでくださいっ！」

    この不況で、世の中は超就職氷河期。

    何百件と就活して、やっと、やぁ～っと、入社できたこの会社を辞めたくない。

    「ふんっ！　どんなに頑張ったって、結果次第よっ！　クビになりたくなきゃ、契約を取ってくることねっ！」

    冷たく言い放たれてしまった。

    「うぅ……そんなぁ～」

    ガックリと項垂れるあたしの肩を、先輩生保レディーが叩いた。

    「ねぇ、まいまい、あなた、パンツスーツやめさない」

    彼女は、契約数トップの、やり手外交員。

    上司からの信頼も厚く、後輩からも慕われている。

    そんな先輩からの忠告に、あたしは首をかしげた。

    「え？　どうしてですか？」

    「あなた、色気がないんだから、せめてスカートにして、その若い足を出しなさい」

    　い、色気がない……!?

    きっぱりと言い切られてしまって、あたしは更に凹んでしまった。

    「あたし、ストッキングとか嫌いだし、それに、パンツの方が動きやすいんですけど……」

    「なに言ってるのよ、契約取りたいんでしょ」

    「スカートにしたくらいで、契約が取れるんですか？」

    「もちろんよ、い～い、まいまい、生命レディーはね、女の武器をフルに活用しなくちゃダメなのよっ！　どうして生命保険の外交員が女性なのかを、よ～く考えてみなさいっ！」

    「それって、どういう意味ですか？」

    「先輩からのアドバイスはここまでよ、後は自分で考えなさい」

    そう言って先輩は、さっさと外回りに出かけてしまった。

    アドバイスするなら、もっと分かるように教えてくれればいいのに……。

    彼女の不親切さにモヤモヤしながら、あたしも鞄を手に会社を出た。

    　

    まだ朝だというのに外の気温は高く、８月の太陽はジリジリとあたしを焼き殺そうとしてるみたい。

    照りつける日差しを避けるために、買ったばかりの日傘を開いてみた。

    大きなリボンの絵が気に入って、衝動買いしちゃったもの。

    けど……ホントは、そんな金銭的余裕なんてない……。

    一人であたしと弟を育ててくれた母は入院中だし、まだ高校生の弟は受験生。

    お金はいくらあっても足りないくらい。

    それでも、この日傘はどうしても欲しかった。

    だって、今年の夏は、いつもより暑い気がするから……。

    ★　　　★　　　★

    　

    ゴロゴロと鳴りだした雷に、空を見上げると、今にも降り出しそうな黒い雲が広がっていた。

    「先輩の嘘つきっ！」

    朝からずっと、企業訪問をしているのに、まだ一件も契約が取れていないのだ。

    アドバイス通りにパンツスーツをやめて、スカートに変えたのに、まったく効果は表れていない。

    毎日はどんどん過ぎていく一方で、あたしの焦りはピークに達しつつあった。

    このままじゃ、ホントにクビになってしまう……。

    「一度会社へ戻ろうかな……」

    そう思って、ケータイの時計を見ると、まだ二時を過ぎたところだった。

    「怒られるだろうなぁ～」

    こんなに早く帰れば、また怒鳴られるに決まってる。

    どうしよう……？

    グズグズと悩んでいる間に、ポツポツと雨が降り出した。

    それは次第に激しさを増し、あたしは慌てて、近くにあったプレハブの軒下へ入った。

    ハンカチで濡れたところを拭きながら、空を窺うが、雨はなかなか止みそうにない。

    「がははははははっ!!」

    背後から聞こえてきた大きな笑い声に、ふと振り返ると、ガラス扉の向こうでは、工事現場の作業員らしき男性たちが、酒を片手に宴会をしているようだった。

    「呑気でいいなぁ～」

    あたしなんて、朝からずっと歩きっぱなしで足は痛いし、お昼だってまだ食べてない。

    その上、雨に降られるなんて……。

    自分が惨めすぎて、涙が出そうになった。

    「契約さえ取れれば……」

    ポツリと呟いて、ハッと気が付いた。

    プレハブの中には、酔っぱらった多くの男性＝お客様っ！

    ざっと見て、十人以上いる。

    「こ、これって……チャンスっ!?」

    あたしは、居住まいを正すと、笑顔を作って、中に入った。

    　

    室内はムッと噎せ返るほどの熱気と、酒の匂い、そして、男たちの獣のような体臭がした。

    あまりの暑さに、毛穴から汗が噴き出すのが分かる。

    部屋の隅で首を振っている扇風機は、何の役にもたっていないようだ。

    な、なにこれ……？

    回れ右して帰りたくなったが、グッと我慢して、営業スマイルを顔に浮かべた。

    「こ、こんにちは～」

    宴会に夢中の作業員たちは、あたしにちっとも気付いてくれない。

    思い切って息を吸い込むと、大きな声で言った。

    「こんにちはっ!!」

    すると一瞬、室内が静まりかえった。

    酔った男たちの視線があたしに注がれる。

    「なんだぁ～、あんた？」

    年配の男が、少し呂ろ律れつの回らなくなった口調で聞いた。

    「わ、わたくし、ニコニコ生命の井上麻衣と申します」

    胸に付けたネームプレートを指で示した。

    「まいまいって呼んで下さいね」

    そこには、手書きで（ニコニコ生命まいまい☆）と書かれてある。

    お客様と親しくなるには、まずあだ名を覚えてもらう。

    と言うのが、あたしの勤める会社の方針なのだ。

    「まいまいぃぃ～、なんじゃそりゃ……がははっ！」

    みんなが一斉に笑い出した。

    「あ、あの……」

    あたしは、慌ててヒールを脱ぐと、ずうずうしくも室内に上がり込んだ。

    擦り切れた古い畳は砂だらけで、足の裏がジャリジャリした。

    「みなさん、生命保険はどうですか？　もう加入はお済ですか？」

    鞄の中からパンフレットを出すと、作業員たちの前に広げた。

    彼らの年齢はバラバラで、二十代と思われる若い男性から、五十代くらいの年配の男性まで。

    共通しているのは、み～んな酔っ払ってるってこと。

    「危険なお仕事をされてるみたいですけど、医療保険なんてどうですか？　病気もケガも一生涯保障で、とっても安心ですよっ！」

    何度も練習して、毎日のように繰り返しているセールストーク。

    あたしに染み付いてしまったかのように、スラスラと言葉が流れる。

    だけど……。

    「はぁ？　俺らがケガするっていうのかっ！」

    不服そうに顔を歪めて、睨まれてしまった。

    男たちの意外な反応に慌てた。

    「ち、違います……万が一に備えてって意味で……、じゃあ、じゃあ、ガン保険なんてどうですか？　ガンと診断されたら、一時金をお受け取りになれますよ！　それに、入院はもちろん、通院だってちゃぁ～んと保障します」

    にっこり笑ったつもりだけど、ちょっと頬が引きつってしまったかも……。

    「それってさ、俺らがガンになるって言ってんの？」

    「えええ～っ！　違いますよぉ～、万が一って意味です！　それに、日本人の二人に一人はガンになると言われる時代です。備えあれば憂いなしっ！」

    これでどうだっ？

    「あんたさぁ、さっきから万が一、万が一って言ってるけど、その万が一のために、高い金取るんだろ、それって詐欺じゃねぇ？　二人に一人がガンになるぅ？　それってドコ調べなわけ？　それとも脅迫？」

    うそぉ～！

    どう言えば分かってもらえるのぉぉ？

    なんだかしゃべればしゃべるほど、誤解を招いてしまっているような気がする。

    室内の暑さに、眩暈さえ覚え、あたしはジャケットを脱いだ。

    薄い黄色のブラウスは汗で身体に張り付いて気持ちが悪い。

    「か、掛け捨てじゃないタイプの保険もちゃんとありますっ！　それだと十年ごとに　　」

    「あぁ～、うるせぇ、うるせぇっ！」

    広げたパンフレットを足で踏みつけながら、年配の男があたしの目の前に立ちふさがった。

    その顔は赤らみ、目が据わっている。

    「ねぇちゃんさぁ～、せっかく俺たちが酒飲んでるのに勝手に入ってきて、なんなんだよっ！」

    あたしは身の危険を感じて、息を飲んだ。

    「あ、あの……す、すみません……でも、保険の契約が取れなくちゃ、あたし、会社をクビになっちゃうんです……」

    一件でもいい、契約が欲しいっ！

    これはあたしの切実な気持ち……。

    「それが俺たちに、なんの関係があるって言うんだよっ！」

    男はあたしに顔を近付けて怒鳴った。

    「うっ……」

    彼の吐く息は酒臭くって、思わず嘔吐えずいてしまった。

    そんなあたしの顎に手を掛けて、男はまじまじとあたしの顔を見た。

    「あんたさぁ、よく見たら、可愛い顔してるじゃねぇか」

    「え？」

    「そうだなぁ、俺たちを気持ちよくしてくれたら、考えてやってもいいかなぁ～」

    男は意味ありげにニヤリと笑った。

    周囲を見渡すと、他の男たちも同じような顔でニヤニヤと笑いながらあたしを見ている。

    なんだか不穏な空気を感じたけど、ここで逃げ帰ってしまえば、あたしはクビ決定っ！

    病気の母と、受験生の弟、家族は路頭に迷ってしまう。

    「ど、どうすれば……いいんですか？」

    気持ちよくって、なにをすればいいんだろう？

    「じゃあ、とりあえずコレをしゃぶって貰おうかな……」

    ガチャガチャとベルトを緩めると、男はそれを取り出した。

    「う、うそ……」

    　

    モジャモジャの黒い毛に埋もれて、小さなそれは先っぽを覗かせている。

    見るのが初めて……なんて言っちゃうバージンじゃないけど、経験値は少ない……。

    高校の時に付き合ってた彼とはキスだけだったし、大学の時に付き合ってた彼とは……実は数回エッチしただけで別れてしまった。

    現在の彼とは……ど～せっ！

    どうせ、どうせ、今ってば、彼氏なしだよぉ～（泣）！

    大学の時の彼と別れてから、ずぅ～っと彼氏なしっ！

    もちろん、フェラチオなんてしたことない。

    そりゃあ、言葉は知ってるし、どういった行為なのかも知ってる。

    だけど……。

    「それは……ちょっと……」

    ためらうあたしの口元に、男はそれを手でつまんで押し付けた。

    独特の臭いが鼻腔をくすぐる。

    「や、やめて下さい……」

    顔を逸らしたとき、男が言った。

    「あんた女なんだからさぁ、それを武器にすりゃあ契約なんてバンバン取れるんじゃねえのか？」

    「え……？」

    どこかで聞いたようなセリフ……これって……。

    ――い～い、まいまい、生命レディーはね、女の武器をフルに活用しなくちゃダメなのよっ！

    あぁ……先輩が言ってた言葉だ……。

    ってことは、これが……。

    うそ……。

    どうしよう……？

    「ほれほれっ！」

    男が腰を突出し、ふにゃふにゃとしたそれを、あたしの頬に擦り付けた。

    か、家族のため……。

    そうだよね……。

    あたしはギュッと目をつぶると、恐る恐る口を開いた。

    その瞬間、口腔にそれが入ってきた。

    「うえぇ……」

    あまりの不快さに、あたしは吐き気を催して、思わず口から吐き出してしまった。

    「なんだぁ～、俺のチンポはしゃぶれねぇってのか？」

    怒気を孕はらんだ声。

    「だ、大丈夫です……しますからっ！」

    慌てて自らそれを口に含んだ。

    小さなそれに舌を這わせると、ピクリと反応してみるみる大きくなりだした。

    「歯を立てるんじゃねえぞっ！」

    ど、どうすればいいの……？

    初めての経験で、やり方がまったく分からない。

    舐めればいいのかな……？

    舌を使ってペロペロと舐めてみた。

    塩辛い汗と雄臭い味がした。

    顔に縮れた毛がサワサワとあたるのが邪魔で、くすぐったい。

    「へへ、やればできるじゃねぇか……でも、下手くそだなぁ～、そんなんじゃ、いつまでたっても達いけねえぜ」

    そんなこと言われても……どうすれば……。

    「ほら、もっといやらしく舌を使うんだよっ！　ねぇちゃんが好きな飴でも舐めてるつもりでな」

    あたしはよく食べる大好きなアイスバーを思い出した。

    冷たいそれを食べているつもりで、根元から亀頭までを、舌でねっとりと舐めた。

    「んン……んぅ……んんん……っ」

    本当にこれがアイスだったらいいのに……。

    暑さのせいなのか、喉が渇いて仕方がない。

    「そうだ……いいぜ……くびれんとこをもっと擦るようにするんだ」

    男の息が荒くなって、満足げな吐息が漏れる。

    言われた通りに、エラの張った部分に舌を押し付けて、ザラザラと刺激した。

    すると、それは急に嵩かさを増し、喉を圧迫した。

    「はぁ……その調子だ……根元を手で扱しごきながら、吸い付くように舐めるんだ」

    大きく勃起したものは、あたしの口じゃあ咥えきれなくって、男が言うように、根元に手を添えると優しく扱いた。

    「んんん……」

    そして、チュウウっと吸いついてみた。

    「うぉぉ……達きそうだ……」

    男は急にあたしの頭を押さえると、激しく腰を振り出した。

    口の中で大きなそれが入ったり出たりする。

    「んぶぅ……んン……んン……」

    何度も喉の奥に刺さり、苦しくて涙が溢れた。

    「達くぞ……達くぞ……っ！」

    余裕のない声と腰使い。

    早く達っちゃってよぉ～っ！

    そう思った時、男のものが引き抜かれ、顔に熱い液体がぶちまけられた。

    「きゃっ！」

    生臭い精液が、あたしの顔をベットリと汚す。

    顔にかかったものを拭き取ることも考えられず、あたしは呆然としてしまった。

    頬からは汗に交じって白い液体が流れ落ちていく。

    「…………」

    あぁ……終わったんだ……。

    この暑さも、熱も、汗も、精液も、身体に張り付く服も……何もかもが気持ち悪い。

    だけど、その後の男の言葉に、あたしは愕然とした。

    「はは、よかったよ、ねえちゃん……次は誰がしてもらうよ」

    「あの……」

    「まさか俺だけだとか思ってねぇよなぁ～、もちろん、ここにいる全員を満足させてくれるんだろ」

    「そ、そんな……」

    周囲を見回すと、十人以上の男たちが、こっちを見てニヤニヤと笑っている。

    急に息苦しさを感じて、流れる汗を拭った。

    「じゃあ、次は、俺がしてもらうよ」

    　一人の男がズボンのチャックを下しながら、近付いてきた。

    　

    彼が取り出したものは、すでに大きく勃起してて、臍へそに付きそうなほど反り返っている。

    すごい……。

    さっきは必死で余裕もなにもなかったけれど、よく見ると、それだけが違う色をしてて、グロテスクなのにキノコみたいで……男の人のって、こんななんだ……と漠然と思った。

    すごく大きい……。

    これがあたしの中に……ふと考えてしまって、なぜかゾクリと背筋に震えが走った。

    あそこが疼いてショーツを濡らした気がするけど……それが汗なのかなんなのか分からない。

    ううん、分かりたくない……。

    男はあたしの返事なんて待たずに、それを口の中に押し込んだ。

    「うぐっ！」

    亀頭が口腔を擦りながら、奥へと入ってくる。

    「んン……ふぐぅ……っ！」

    押し出されるように唾液が溢れて滴った。

    舌に感じるそれは、みっちりとあたしの口を塞ぎ、太い血管がドクドクと脈動してるのさえ分かった。

    なんだか他の生き物のようで、人間の一部ってことが信じられない。

    「どうしたんだ？　気合入れてやらね～と、なかなか終わらね～ぞ」

    あたしはさっきしたのと同じように、男のペニスに舌を這わせ、手で根元を扱きながら、チュウウと吸い付いた。

    「まじ、いいな……女にしてもらうの、なんか久しぶりだ……」

    味わうように腰をゆっくりと振りながら、男が気持ちよさそうに息を吐く。

    エラが張った亀頭が、ズリュ……スリュ……と口腔を擦りあげる。

    「うぶぶ……んン……うぅぅ……」

    何度も抽挿を繰り返されて、口の中が性器になってしまったみたいだった。

    口の中が感じるなんて……。

    「やべっ！」

    小さく爆発するように、男のものが膨らんで弾けた。

    熱い液体が口腔に溢れ、ペニスが引き抜かれるのと同時に、汚れた畳の上に吐き出してしまった。

    　

    「げほっ！　げほっ！　うぇぇ～っ！」

    「吐き出すなよっ！　汚ねぇなぁ～」

    笑い雑じりの口調で男が言った。

    「ご、ごめん……なさい……」

    苦みばしった、生臭い雄の味。

    精液って……まずい……。

    思わず顔をしかめていると、背後から抱き付かれた。

    「きゃぁぁ！」

    悲鳴をあげて逃げようにも、その力は強くって、振り払うことすらできない。

    押し倒されたかと思うと、汗でぐっしょりと濡れたブラウスを引き裂かれた。

    ブラウスと同じ、黄色のブラジャーが露わになる。

    「や、やめて下さいっ！」

    慌ててシャツを掻き合わせるが、その手を掴まれて、畳に押さえつけられてしまった。

    「なぁ、口でいくらやったって、まだ何人いると思ってんだよ」

    興奮に上気した真っ赤な顔の男が、涎よだれを垂らしながらあたしを見下ろしている。

    「だ、だからなんだって言うんですかっ？」

    恐怖に似た不安を感じながらも、相手を睨みつけた。

    ココで怖がったら負けだ！

    なんだかそんな気がして……。

    「こっちでも、やらせてくれよ……待ってらんね～よっ！」

    男の手がスカートを捲くった。

    「きゃぁぁっ！」

    ブラとお揃いの黄色のショーツ、そしてストッキングが晒さらされる。

    ストッキングはすでに大きく伝線してて、汗に濡れた素足が覗いていた。

    だからストッキングは嫌い……。

    すぐに伝線しちゃうんだもん……。

    替えの、鞄に入ってたかな……。

    こんな時だっていうのに、あたしってば、何を考えてるんだろ……。

    それよりも……。

    「だ、だめぇ～っ！」

    大声をだして、必死に暴れたが、男の力には敵わない。

    そんなの分かってる。

    案の定、畳にグッと押さえ込まれてしまって、身動きが取れなくなってしまった。

    「そのかわり、あんたが言う保険ってやつに契約してやるよ」

    顔を近付けると、

    「はぁ……はぁ……」

    と荒く息をしながら男が言った。

    「え……？」

    身体から力が抜けた。

    欲情しきった目をしている相手を、じっと見上げる。

    「だから、いいだろ……」

    男はブラジャーの上からあたしの胸を鷲掴みにして、グニュリと揉んだ。

    あたしは痛みに少し顔をしかめた。

    「それ、ホントですか？」

    「ああ、ホントもホント、大ホントだよっ！」

    彼が何度もガクガクと首を縦に振るたびに、浮いた汗が飛び散り、あたしに降り注いだ。

    嘘かもしれない……。

    この男ひと、女とエッチしたいだけかもしれない……。

    でも……。

    「絶対に、絶対に契約して下さいねっ！」

    家族のため……。

    「ああ、約束するよ……だからさ……」

    あたしがダメって言ったって、このままエッチなことをされちゃうなら……。

    これは家族のため……だから……。

    「じ、じゃあ……ちょっと……だけなら……」

    　

    それが合図ででもあったかのように、男たちがあたしに群らがった。

    何がどうなったか分からない。

    いつの間にかあたしは素っ裸になってて、男たちも裸で……肌色の海で溺れているようだった。

    「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

    この荒い息遣いが自分のものか、どうかすら不確かで……。

    陽に焼けた太い手があっちこっちから伸びて、あたしの身体をめちゃくちゃにまさぐる。

    小振りの胸を揉まれ、ピンク色の乳首を捏ねまわされて、引っ張られて、グリグリと潰されて。

    背中も、首筋も、ワキの下も、全身をねっとりとした唾液を湛えた舌で舐め回される。

    汗と唾液と精液と……あたしも彼らも、ベトベトになっていく。

    大きく広げさせられた足の中心に、無骨な男の指が何本も挿いれられて、粘つく蜜が泡立つまで掻き回された。

    グチュグチュ……グチュグチュ……と、卑猥な水音が鼓膜を犯す。

    「ひぃんン……はぁん……あン……あン……」

    声が……声が抑えられないよぉ……。

    男たちの愛撫は荒っぽいのに巧みで、あたしの悦いい場所をピンポイントで責めてくる。

    「やぁぁん……はぁぁん……あン……あン……あぁぁんン……っ」

    セックスに慣れてないあたしの身体は、たったそれだけで、何度も絶頂に達してしまった。

    初めて知る淫らな快感に、頭がおかしくなりそうだった。

    「いやらしい女だな、まだ挿れてもねぇ～のに、達きまくってるぞ！」

    ぼんやりと霞む意識の向こうで、男たちがしゃべってる声がする。

    「清純そうな顔して、ホントは淫乱だったんだな」

    そんな……違う……。

    否定したいのに、上手く言葉がでてこない。

    「おい、俺に一番に入れさせろよ……もしかしたら初ものかもしれねぇ～だろ」

    そう言って、一人の男が身体を割り込ませてきた。

    「んなワケねぇ～だろ、旨そうにチンポしゃぶって、マンコに指を突っ込んでも痛がりもしね～」

    ひひひっ、と下卑た笑い声がする。

    「今の若い奴は俺らと違って、ヤリまくってるんだよっ！」

    「待てよ、今、確かめてみるからさ」

    ドロドロになった蜜口に、ゴリゴリと硬いものが押し付けられた。

    そして、グッと中に入ってきた。

    「あっ！　あぁぁぁん……っ！」

    なんの抵抗もなく、ズブズブと奥へと埋め込まれてしまう。

    指じゃ届かなかった、奥の奥を鋭い亀頭で擦られて、あたしはまた達ってしまった。

    「マジかよ……」

    「言っただろ……ヤリまくってるって！」

    違うっ！

    違うったらっ！

    「だったら、遠慮なく楽しもうぜっ！」

    「ひっ……んン……あン……あぁン……あン……ひゃぁぁんっ！」

    達ったばかりなのに、激しいピストンで、抉るように突き上げられて、言い訳はすべて喘ぎ声になってしまった。

    一人が終わると、次の人があたしの中に入ってきて、確実なストロークで快感の淵へと追い込まれていく。

    入れ代わり、立ち代わり、太いのや、細いの、長いのや、短いの、エラが張ってるのや、そうじゃないの、男たちのものは人によってさまざまで、こんなところにまで個性があるのかと可笑しかった。

    男たちは日焼けした逞しい身体をしていた。

    隆々と盛り上がる手足の筋肉や、意外と引き締まっているウエスト、割れた腹筋。

    そして、萎えることのない凶器のような硬いペニス。

    ぶつかり合う肌は、誰もが汗だくで、熱を帯びている。

    容赦なく揺さぶられたり、リズミカルに腰を使われたりして、高みへと追い上げられたかと思うと、落とされる。

    ジェットコースターみたいなスリリングなセックスに、あたしは翻弄されるしかなかった。

    　

    男とセックスするということがどういうことなのか、あたしは自分の身を以って知ることになった。

    だって、セックスって、もっと愛を確かめ合うような、そんな行為だと思っていた。

    大学の時に付き合ってた彼は、あたしのことを優しく抱いてくれた。

    でも……今なら分かる……。

    あれは、あのセックスは、乙女のような空想を抱く子供同士の戯れに過ぎなかったのだと……。

    　

    「おい、早くしろよっ！　もう我慢できねぇよっ！」

    切羽詰ったような男の声が誰かを急かしている。

    「うるさいな……、だったら、こっちが、空いてるぜっ！」

    グイッと抱き上げられたかと思うと、男にまたがるように座らされた。

    お尻の肉をつかまれて、左右に広げられてしまう。

    やだ……そんなことしたら……。

    「ケツの穴じゃねぇかっ！」

    お尻の穴が丸見えじゃないっ！

    「だったらなんだよ……早く穴に突っ込みたいんだろ……じゃあ、こっちに突っ込めばいいじゃねぇかっ！」

    こ、この男、なんてことを言うのよぉ～っ！

    「お前がやらないなら、俺がやるぜ」

    その男がためらっている内に、他の男が割り込んできた。

    「くそっ！　俺がやるんだっ！」

    いきなり硬いペニスが、お尻の穴に押し付けられて、あたしは慌てた。

    「やぁっ……ムリっ！　やめてっ！」

    暴れようにも、前から男に貫かれたままで、身動きすら取れない。

    「おい、ちょっとくらい慣らしてやれよっ！」

    誰かの忠告に、男は思いとどまったようだったが、代わりに節くれだった指が容赦なく突き入れられた。

    「ひぃぃっ！　い……痛いぃ……っ！」

    涙が溢れた。

    「やめてっ！　い、痛いよぉ～っ！」

    訴えたが、男の手が緩むことはなかった。

    お尻の穴を広げるように指がグリュグリュと動かされる。

    痛みと気持ち悪さに、ギリリと奥歯を噛みしめた。

    もうやめて……お尻なんて……気持ちいいはずがない……。

    だけど、ある一転をグリッと指で引っ掻かれた瞬間、ビクリと身体が跳ねた。

    なにっ？

    「ここか……ここがいいんだろ、へへっ！」

    男は同じ場所ばかりを、グリグリと指で刺激する。

    「ひぃっ！　はぁぁんン……あンっ……あンっ……っ」

    ど、どうして……。

    感じるはずなんてないって思ってた場所で、感じてしまったことが信じられなかった。

    こんなところにも気持ちいいトコがあるなんて……わたしの身体ってどうしちゃったの？

    「緩んできたな……そろそろいいか……もう我慢できねぇ」

    独り言をつぶやくと、男の指がスッと抜かれた。

    快感を求めヒクヒクと蠢く小さな穴に、ペニスを押し付けられる。

    ホントに入れられちゃうのぉ～っ！

    恐怖にギュッと目を閉じた。

    「おら、力を抜いてろよ」

    肉を切り裂くように貫かれた。

    「きゃぁぁぁぁぁっ……っ!!」

    あまりの痛みに、目の前で火花が散って、チカチカと明滅した。

    「やめてっ！　いっ……痛いぃぃ～っ！」

    苦痛から逃れようと、めちゃくちゃに暴れた。

    押さえ付けようとした誰かを、ガリッと爪で引っ掻いたような気がしたけど構ってられない。

    「キツっ！　おらっ！　もっと力抜けってっ！」

    イラついた男の声と共に、ガクガクと揺さぶられた。

    「ひぁぁん……こ、壊れちゃうよぉ～っ！」

    そんなことされたら一層痛みが増して、ギュウウと締め付けてしまった。

    「やめろよっ！　手荒にするなっ！　こうすんだよっ！」

    ゴツゴツとした手が、あたしの中心に伸ばされて、包皮を剥き出し、赤く潤んだ豆粒を抓んだ。

    「あっ！　や……やぁ……はんっ！」

    一番敏感な部分を指でコリコリと捏ねられて、思わず背を仰け反らして喘いだ。

    快感に気を取られた隙に、お尻からズルリとペニスを引き抜かれ、そして再びズリュリと突き入れられた。

    「ひぁっ！　お、お尻ぃぃ～っ！」

    亀頭で、あの感じる場所を抉られると、意思とは裏腹に身体が跳ね、悦楽に悶えてしまった。

    痛いのに……気持ち悦いよぉ……。

    「ここだろっ！　おらおらっ！　ここがいいんだろっ!?」

    激しく腰を振りたくられる。

    「ひぃんン……うそっ……うそぉぉ～っ！」

    身震いするほどの快感が走り抜ける。

    自分の身体なのに、そうじゃないみたいで、全身が性感帯になってしまったみたいに感じてしまう。

    そこからは前と後ろを同時に責められて、あたしはどの快感を追えばいいのか分からなくなった。

    「いい……いいのぉ……いいよぉ～っ！」

    知らぬまに、自分から腰を振ってしまっていた。

    「もっとぉ……もっとしてぇ～っ！」

    肉と肉がぶつかる音は小さな破裂音のようで、高鳴る鼓動は熱を帯びて意識を朦朧もうろうとさせる。

    「この女すげぇ……自分から腰を振ってるよ……大した淫乱だ……」

    男たちの獰猛どうもうな怒張で深々と貫かれ、律動は激しさを増すばかり。

    泡立つ蜜が精液が、接合部から溢れだしてくる。

    「ふぅんン……あン……あぁんン……あン……あン……っ」

    息が乱れる。

    艶を帯びた淫らな嬌声が、甘い喘ぎが抑えられない。

    何度も絶頂に達し痙攣する襞ひだを強引に突きまくられ、ガクガクと身体が震える。

    快感に……狂いそう……。

    はっきりしない頭を誰かに掴まれた。

    「おら、アヘアヘ言ってねぇで、俺のをしゃぶってくれよ」

    言われるがいなや、口に極太のペニスが突っ込まれた。

    「ふぐぅ……うぶっ……うぶぶっ……」

    そのまま何度も出し入れされて、口腔は麻痺したように、快感だけを伝える……。

    「おら、飲めよっ！」

    って言われたけど、飲み込む力なんてもうない。

    男は何度か腰を振って、残滓ざんしまでもあたしの口の中に放ってからペニスを引き抜いた。

    顎が外れてしまったみたいに、もう自分じゃ口を閉じることすらできなくって、涎も精液も、ダラダラと垂れ流した。

    きっと、お尻も、あそこも、同じような状態になってるんだろう。

    尽きない欲望と快感は、何もかもを狂わせてしまったようで、終わりが見えない。

    愛のないセックスに、こんなにも溺れているあたしは……彼らの言うように、淫乱な女なんだろうか？

    でも、この底の見えない官能が、どこまで続くのか……。

    怖くなるのと同時に、もっと深く見えないものを見たい、感じたことのない快感を知りたい……。

    そんな欲望に駆られてしまう……。

    あたしは……どこまで堕ちていくんだろう……。

    いつしか雨はやんでいた。

    静かにしていたセミたちが一斉に鳴きだし、それだけでこの夏の暑さを感じさせる。

    室内の温度がグッと上り、気怠い身体に汗が噴き出す。

    暑い……熱い……アツイ……。

    すべては、この暑さのせい……。

    やっぱり……今年の夏は、ことさら暑いように感じる……。

    ★　　　★　　　★

    　

    エコだとか、節電だとか、そんな理由で暖房の温度は低め。

    当然、オフィス内は、屋外かと疑いたくなるほど寒い。

    密閉度は高いハズなのに、どこからか入り込んだ風に、ゾクゾクと身体が震える。

    誰もがコートを着込んだ状態で、朝礼に参加している。

    「やればできるじゃないっ！　頑張ったわね、まいまい」

    いつも顔を真っ赤にして怒っている部長の笑顔を、始めて見たような気がする。

    ホワイトボードの、あたしの名前の上には、グラフがグンッと伸びている。

    それを見るたびに、あたしはハッピーな気持ちになる。

    「みんなもまいまいを見習って、バシバシ契約をゲットしてくのよっ！　とくにまみちゅんっ！　あなた、ぜんっぜん契約取ってきてないじゃないのっ！　このまま最下位なら減給だからねっ！」

    「えええ～っ！　そんなぁ～！」

    まみちゅんは泣きそうな顔で部長を見たが、彼女は冷たく言い放った。

    「じゃあ、契約を取ってくることねっ！」

    「……は～い」

    ガックリと項垂れるまみちゅんの背を叩いた。

    「頑張れっ！」

    すると、彼女はあたしを見て聞いた。

    「まいまい、どうやったらそんなに契約取れるの？」

    あたしはにっこり笑って答えた。

    「女の武器を使うのよっ♪」

    「女の武器？」

    彼女は考えるように首をかしげた。

    「それって……？」

    「アドバイスはここまで、後は自分で考えてね♪」

    そう言うと、あたしは鞄を手に会社を出た。

    冬の空はどんよりと曇り、今にも雪が降ってきそうな天気だ。

    吹き付ける風は冷たく、厳しい寒さが身体を突き刺す。

    今年の冬は、いつもより寒い気がする。

    でも……。

    あたしの心は、ポカポカと春のように暖かい……。

    「さ～て、今日も、契約いっぱい取るぞぉ～っ！」

    気合を入れると、一歩踏み出した。

    　

    　

    （おわり）

    　

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

    　

    　

    書名　　　　　契約してちょ～だいっ!!

    著者　　　　　みんと

    表紙イラスト　こみね

    発行日　　　　二〇一二年三月発行

    発行所　　　　株式会社オリオンブックス

    住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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